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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テープと共に使用されるテープドライブであって、
　前記テープに対して読出しおよび/または書込み動作を行なうためのヘッドと、
　前記テープと協動可能であり、前記テープドライブのテープパスに沿って前記テープを
移動するためのドライブリーダと、
　前記テープを巻き戻すための巻戻し機構と、を備え、
　前記ドライブリーダおよび/またはカートリッジリーダは、前記ヘッドから離して前記
テープに取り付けられて前記ドライブリーダの少なくとも一部を前記ヘッドに接触するこ
となく前記ヘッドのそばを通過させ、
　前記巻戻し機構は、前記テープ、前記カートリッジリーダ、および/または前記ドライ
ブリーダと係合可能な可動ピンを含み、
　前記可動ピンは、前記ヘッド近傍の第１の位置から第１の位置よりも前記ヘッドから離
れて配置された第２の位置へと移動可能であり、
　前記巻戻し機構は、前記ヘッドによる前記テープの動きを容易にするためのテープスタ
ビライザを含むテープスタビライザ配列をさらに含み、前記可動ピンは前記スタビライザ
配列によって支持されている、テープドライブ。
【請求項２】
　前記ドライブリーダが前記ヘッドと前記テープスタビライザとの間に配置されていると
きに、前記可動ピンおよび前記テープスタビライザは前記ドライブリーダの両側に位置す



(2) JP 6545793 B2 2019.7.17

10

20

30

40

50

ることが可能である、請求項１に記載のテープドライブ。
【請求項３】
　前記巻戻し機構は、前記テープスタビライザ配列に対応付けられたリンクと、前記テー
プスタビライザ配列を移動するように前記リンクを移動するためのモーターとをさらに含
む、請求項１または２に記載のテープドライブ。
【請求項４】
　前記リンクと前記モーターとの間に配設される主ねじをさらに備え、前記モーターは前
記主ねじを回転させて前記リンクを移動するように動作可能である、請求項３に記載のテ
ープドライブ。
【請求項５】
　前記リンクは、前記テープスタビライザ配列を摺動可能に収容するスロットを含む、請
求項４に記載のテープドライブ。
【請求項６】
　テープと共に使用されるテープドライブであって、
　前記テープに対する読出しおよび/または書込み動作を行なうための第１のヘッドおよ
び第２のヘッドと、
　前記テープと協動可能であり、前記ドライブのテープパスに沿って前記テープを移動す
るためのドライブリーダと、
　前記第１のヘッドおよび前記第２のヘッドによる前記テープの動きをそれぞれ容易にす
るための第１のテープスタビライザおよび第２のテープスタビライザと、
　前記第１のテープスタビライザおよび前記第２のテープスタビライザを異なる方向にそ
れぞれ前記第１のヘッドおよび前記第２のヘッドから同時に遠ざけて、前記ドライブリー
ダの少なくとも一部を前記第１のヘッドおよび前記第２のヘッドに接触することなく前記
テープスタビライザと前記第１のヘッドおよび前記第２のヘッドとの間で通すための巻戻
し機構と、
　を備えるテープドライブ。
【請求項７】
　前記巻戻し機構は、前記第１のテープスタビライザおよび前記第２のテープスタビライ
ザに対応付けられたリンクと、前記テープスタビライザを移動するように前記リンクを移
動するためのモーターとを含む、請求項６に記載のテープドライブ。
【請求項８】
　前記リンクはタイバーを含む、請求項７に記載のテープドライブ。
【請求項９】
　前記第１のヘッドおよび前記第２のヘッドを支持するためのドライブ本体をさらに備え
、前記リンクは前記ドライブ本体に対して旋回可能および平行移動可能である、請求項７
または８に記載のテープドライブ。
【請求項１０】
　前記リンクと前記モーターとの間に配設される主ねじをさらに備え、前記モーターは前
記主ねじを回転させて前記リンクを移動するように動作可能である、請求項７～９のいず
れかに記載のテープドライブ。
【請求項１１】
　前記巻戻し機構は、前記第１のテープスタビライザおよび前記第２のテープスタビライ
ザをそれぞれ支持する第１の移動可能なスタビライザマウントおよび第２の移動可能なス
タビライザマウントをさらに含み、前記リンクは前記スタビライザマウントに接続されて
いる、請求項７～１０のいずれかに記載のテープドライブ。
【請求項１２】
　前記リンクは、前記第１のスタビライザマウントおよび前記第２のスタビライザマウン
トをそれぞれ摺動可能に収容する第１のスロットおよび第２のスロットを含む、請求項１
１に記載のテープドライブ。
【請求項１３】
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　前記第１のヘッドおよび前記第２のヘッドを支持するためのドライブ本体をさらに備え
、前記ドライブ本体は、前記第１のスタビライザマウントおよび前記第２のスタビライザ
マウントとそれぞれ係合可能であり、前記スタビライザマウントの動きを案内するための
第１のガイドスロットおよび第２のガイドスロットを含む、請求項１１または１２に記載
のテープドライブ。
【請求項１４】
　前記ドライブ本体は、前記第１のスタビライザマウントおよび前記第２のスタビライザ
マウントとそれぞれ係合可能であり、前記スタビライザマウントの動きを案内するための
第３のガイドスロットおよび第４のガイドスロットをさらに含み、前記第３のガイドスロ
ットおよび前記第４のガイドスロットは、それぞれ前記第１のガイドスロットおよび前記
第２のガイドスロットから間隔を置いて並べられている、請求項１３に記載のテープドラ
イブ。
【請求項１５】
　前記巻戻し機構は、それぞれ前記第１のスタビライザマウントおよび前記第２のスタビ
ライザマウントに支持されて前記第１のスタビライザマウントおよび前記第２のスタビラ
イザマウントと共に移動可能な第１の係合部材および第２の係合部材をさらに含み、前記
第１の係合部材および前記第２の係合部材は、前記第１のテープスタビライザおよび前記
第２のテープスタビライザがそれぞれ前記第１のヘッドおよび前記第２のヘッドから遠ざ
けられて前記ドライブリーダの少なくとも一部を前記第１のヘッドおよび前記第２のヘッ
ドと接触することなく前記第１のヘッドおよび前記第２のヘッドのそばを通過させる時に
、前記テープおよび/またはドライブリーダを前記第１のヘッドおよび前記第２のヘッド
から遠ざけるために、前記テープおよび/またはドライブリーダと係合可能である、請求
項１１～１４のいずれかに記載のテープドライブ。
【請求項１６】
　前記第１の係合部材および前記第２の係合部材はピンとして形成されている、請求項１
５に記載のテープドライブ。
【請求項１７】
　前記ドライブリーダが前記第１のヘッドと前記第１のテープスタビライザとの間に位置
している時に、前記第１の係合部材および前記第１のテープスタビライザは前記ドライブ
リーダの両側に位置することが可能である、請求項１５または１６に記載のテープドライ
ブ。
【請求項１８】
　テープパスを通じてテープリーダの接続場所を通過させるための方法であって、
　第１のテープスタビライザおよび第２のテープスタビライザを別の方向にそれぞれ第１
のヘッドおよび第２のヘッドから同時に遠ざけて、前記テープリーダの前記接続場所が前
記第１のヘッドおよび前記第２のヘッドに接触することなく前記第１のヘッドおよび前記
第２のヘッドを通り越して移動できるように、前記スタビライザと前記第１のヘッドおよ
び前記第２のヘッドとの間に十分な間隔を空けることを備える、方法。
【請求項１９】
　前記テープリーダは前記接続場所でカートリッジリーダに取り付け可能であり、前記方
法は、前記テープリーダおよび/または前記カートリッジリーダを係合部材と係合させ、
前記係合部材を前記第１のヘッドおよび前記第２のヘッドのうちの１つのヘッドから遠ざ
けて前記テープリーダの少なくとも一部を前記１つのヘッドから遠ざけることをさらに備
える、請求項１８に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　以下の開示は、テープドライブのテープパスを通じてテープリーダの動きを容易にする
ための装置および方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　本願の譲受人に譲渡された米国特許第８，０３６，０８８号明細書は、光学テープ平坦
化装置を支持する回転可能なテープ平坦化装置支持構造体を備える光学テープドライブシ
ステムを開示している。この支持構造体は、動作位置と非動作位置との間で回転可能であ
る。動作位置では、支持構造体は、光学テープ平坦化装置を位置決めして光ピックアップ
ユニットを介して光学テープに対する情報の読出し/書込みを行なうように構成されてい
る。非動作位置では、支持構造体は、光学テープ平坦化装置を位置決めして、光ピックア
ップユニットを損傷することなくテープドライブシステムを通じてテープリーダを通過さ
せるように構成されている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本開示に係るテープドライブは、テープと共に使用するために提供される。テープドラ
イブは、テープに対して読出しおよび/または書込み動作を行なうためのヘッドと、テー
プと協動可能で、テープドライブのテープパスに沿ってテープを移動するためのドライブ
リーダと、テープを巻き戻すための巻戻し機構とを備え得る。ドライブリーダおよび/ま
たはカートリッジリーダは、ヘッドから離してテープに取り付けられて、ドライブリーダ
の少なくとも一部をヘッドに接触することなくヘッドのそばを通過させる。巻戻し機構は
、テープ、カートリッジリーダ、および/またはドライブリーダと係合可能な可動ピンを
備え得る。ピンは、ヘッド近傍の第１の位置から第１の位置よりもヘッドから離れて配置
された第２の位置へと移動可能である。
【０００４】
　本開示に係る別の実施形態では、テープと共に使用されるテープドライブは、テープに
対する読出しおよび/または書込み動作を行なうための第１のヘッドおよび第２のヘッド
と、テープと協動可能で、ドライブのテープパスに沿ってテープを移動するためのドライ
ブリーダとを備える。テープドライブは、第１のヘッドおよび第２のヘッドによるテープ
の動きをそれぞれ容易にするための第１のテープスタビライザおよび第２のテープスタビ
ライザと、第１のテープスタビライザおよび第２のテープスタビライザを異なる方向にそ
れぞれ第１のヘッドおよび第２のヘッドから同時に遠ざけて、ドライブリーダの少なくと
も一部をヘッドに接触することなくテープスタビライザとヘッドとの間で通過させるため
の巻戻し機構とをさらに備える。
【０００５】
　また、テープパスを通じてテープリーダの接続場所を通過させるための方法が提供され
る。本方法は、第１のテープスタビライザおよび第２のテープスタビライザを別の方向に
それぞれ第１のヘッドおよび第２のヘッドから同時に遠ざけて、テープリーダの接続場所
がヘッドに接触することなくヘッドを通り越して移動できるように、スタビライザとヘッ
ドとの間に十分な間隔を空けることを備える。
【０００６】
　代表的な実施形態が図示および開示されるが、これらの開示は請求項を限定すると解釈
されるべきではない。本発明の範囲内で、さまざまな変形例および代替の設計が可能であ
ると考えられる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】テープと共に使用され、複数のヘッドアセンブリと、複数のテープスタビライザ
配列と、ヘッドアセンブリに対してスタビライザ配列を移動するための巻戻し機構とを備
えるデータ記憶および検索システムの平面図である。
【図２】図１に示すヘッドアセンブリのうちの１つのヘッドアセンブリのヘッドを示す斜
視図である。
【図３】動作位置でのスタビライザ配列を示す、図１のヘッドアセンブリおよびスタビラ
イザ配列の拡大平面図である。
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【図４】巻戻し位置でのスタビライザ配列を示す、図１のヘッドアセンブリおよびスタビ
ライザ配列の拡大平面図である。
【図５】巻戻し機構の係合部材の部分斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　詳細な説明
　本開示では、データ記憶および検索システムのさまざまな構成ならびにそのようなシス
テムを動作させるための方法について説明する。以下の説明および図１～図５では、本開
示に係る特定の実施形態についての完全な知識を提供するために、特定の実施形態のいく
つかについて説明する。図面は必ずしも一定の縮尺である必要はなく、特定の構成要素の
詳細を示すために誇張または縮小されている特徴もある。したがって、ここで開示される
特定の構造的および機能的な詳細は限定的なものと解釈されるべきではなく、当業者に教
示して本発明をさまざまに用いるための代表的な基準にすぎないと解釈すべきである。さ
らに、図面のうち任意の１つの図面を参照して図示および説明される実施形態の１つ以上
の特徴を１つ以上の他の図面に示す１つ以上の特徴と組み合わせて明示的に図示または説
明されていない実施形態を考案できることは、当業者であれば理解できるであろう。加え
て、以下で説明される特定の特徴のうち１つ以上の特徴がなくても、他の実施形態を実施
することができる。
【０００９】
　図１は、本開示に係る、磁気テープまたは光学テープなどのテープ１２と使用される、
テープドライブ１０としてのデータ記憶および検索装置を示す。テープ１２を任意の好適
な方法で提供することができるが、図示された実施形態においては、テープ１２は、テー
プドライブ１０に対して差込みおよび取出し可能なテープカートリッジ１６のカートリッ
ジリール１４によって提供される。
【００１０】
　図１に示すテープドライブ１０は、テープカートリッジ１６を収容するように構成され
たドライブシャーシまたは本体１８と、テープ１２に対して読出しおよび/または書込み
動作を行なうための複数のヘッドアセンブリ２０（たとえば、第１のヘッドアセンブリ２
０ａおよび第２のヘッドアセンブリ２０ｂ）とを備える。テープドライブ１０は、ドライ
ブ本体１８によって支持される、テープ１２を収容するための回転可能な巻取リール２２
と、テープ１２またはテープ１２に取り付けられたカートリッジリーダ２５に取り付け可
能で、巻取リール２２に向けてテープ１２を移動するように構成されたテープリーダまた
はドライブリーダ２４とをさらに備える。加えて、テープドライブ１０は、以下で詳細に
説明するように、ヘッドアセンブリ２０ａおよび２０ｂを越えたテープ１２の移動を容易
にするための複数のスタビライザアセンブリまたは配列２６（たとえば、第１のスタビラ
イザ配列２６ａおよび第２のスタビライザ配列２６ｂ）と、ドライブリーダ２４および/
またはスタビライザ配列２６と協動可能であり、ヘッドアセンブリ２０ａおよび２０ｂを
越えたドライブリーダ２４の動きを容易にするための巻戻し機構２８とを備える。
【００１１】
　各ヘッドアセンブリ２０ａ、２０ｂはドライブ本体１８に対して固定することが可能で
、各々テープ１２に対するデータ（情報など）の読出しおよび/または書込みを行なうよ
うに構成されてもよい１つ以上のヘッド３０を備える。例示された実施形態では、各ヘッ
ドアセンブリ２０ａ、２０ｂは複数のヘッド３０（たとえば、６つのヘッド３０）を備え
、各ヘッド３０は光ビームまたはレーザー光を用いて読出しおよび/または書込み動作を
行なうように構成された１つ以上のヘッド要素を有する光ピックアップユニット（ＯＰＵ
）として形成される。図２を参照すると、たとえば、各ヘッド３０はそれぞれ上部および
下部ヘッド要素などの第１のヘッド要素３２ａおよび第２のヘッド要素３２ｂを備えても
よい。各ヘッド要素は、レーザーダイオードなどのレーザー要素からレーザー光を受光す
る第１のレンズまたは対物レンズを備える。各ヘッド要素３２ａ、３２ｂは、テープ１２
がヘッドアセンブリ２０ａ、２０ｂを越えて移動する際に、対応するヘッド３０がテープ
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１２の記録された部分のデータトラックを転記できるように、および/またはそのような
データトラックからデータを検索できるように、レーザー光をテープへと向けるように構
成されてもよい。
【００１２】
　図１および図３を参照すると、各スタビライザ配列２６ａ、２６ｂは、スタビライザマ
ウント３６などの移動可能な支持体に搭載される１つ以上のテープスタビライザ３４を備
える。テープスタビライザ３４は、テープ１２のヘッド３０を越えた移動を容易にするよ
うに構成される。図３に示す実施形態では、たとえば、各スタビライザ配列２６ａ、２６
ｂは各ヘッド３０のために２つのテープスタビライザ３４を備え、テープスタビライザ３
４はテープ１２を支持することによってテープ１２の動きを安定させるように構成されて
いる。さらに、テープスタビライザ３４は、テープ１２をヘッド３０に十分に近づけて位
置決めして、ヘッド３０による読出しおよび/または書込み動作を十分に実現できるよう
に構成されている。たとえば、各テープスタビライザ３４は、対応するヘッド３０から約
０．３００ミリメータ（ｍｍ）～０．３２０ｍｍ（たとえば、０．３１０ｍｍ）離してテ
ープ１２を位置決めしてもよい。しかしながら、そのような間隔は、特定のスタビライザ
配列２６ａ、２６ｂのテープスタビライザ３４と特定のヘッドアセンブリ２０ａ、２０ｂ
との間でドライブリーダ２４および/またはカートリッジリーダ２５を通すには十分では
ない可能性もある。
【００１３】
　巻戻し機構２８を、第１のスタビライザ配列２６ａおよび第２のスタビライザ配列２６
ｂをそれぞれ第１のヘッドアセンブリ２０ａおよび第２のヘッドアセンブリ２０ｂから遠
ざけて、ドライブリーダ２４および/またはカートリッジリーダ２５の少なくとも一部を
ヘッド３０に接触することなくテープスタビライザ３４とヘッド３０との間で通すように
構成することは有益である。たとえば、巻戻し機構２８は、第１のスタビライザ配列２６
ａおよび第２のスタビライザ配列２６ｂが図１および図３に示す動作位置から図４に示す
巻戻し位置に同時に移動させられるように、第１のスタビライザ配列２６ａおよび第２の
スタビライザ配列２６ｂを異なる方向にそれぞれ第１のヘッドアセンブリ２０ａおよび第
２のヘッドアセンブリ２０ｂから同時に遠ざけるように構成されてもよい。スタビライザ
配列２６ａ、２６ｂが巻戻し位置にある場合、ドライブリーダ２４とカートリッジリーダ
２５またはテープ１２との間の接続場所３８がテープスタビライザ３４とヘッド３０との
間でヘッド３０に接触することなく通過できるように、各スタビライザ配列２６ａ、２６
ｂと対応するヘッドアセンブリ２０ａ、２０ｂとの間に十分な空間が存在する。接続場所
３８は、たとえば、カートリッジリーダ２５のスロットに嵌入するドライブリーダ２４上
の接続ボタンによって形成されてもよい。
【００１４】
　巻戻し機構２８は任意の好適な構成を有してもよいが、図３および図４に示す実施形態
では、巻戻し機構２８は、第１のテープスタビライザアセンブリまたは配列２６ａおよび
第２のテープスタビライザアセンブリまたは配列２６ｂと対応付けられたリンク４０（た
とえば、タイバー）と、スタビライザ配列２６ａおよび２６ｂ（たとえば、テープスタビ
ライザ３４）を移動するようにリンク４０を移動するためのモーターアセンブリ４２とを
備える。モータータアセンブリ４２は、たとえば、回転可能な主ねじ４６に接続されたモ
ーター４４を備えてもよく、主ねじ４６は、（たとえば、回転軸４９で）リンク４０が回
動可能に取り付けられた、ねじ切りされたドライブ部材４８に収容されてもよい。そのよ
うな配列では、モーター４４は主ねじ４６を回転させてドライブ部材４８およびリンク４
０を平行移動させるように、または他の態様で移動するように動作してもよく、リンク４
０は、スタビライザ配列２６ａおよび２６ｂの両方を図３に示す動作位置と図４に示す巻
戻し位置との間で移動してもよい。
【００１５】
　図３および図４にさらに示すように、リンク４０および/またはドライブ部材４８は、
主ねじ４６および/またはモーター４４の軸Ａの周りでのリンク部材４０およびドライブ
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部材４８の回転動作を抑制または防止するために、ドライブ本体１８と摺動可能に係合す
る１つ以上の凸部Ｐを備えてもよい。加えて、スタビライザマウント３６は、リンク４０
に対して移動できるように、リンク４０に形成されたスロット５２に摺動可能に収容され
るピン５０を用いてリンク４０上に摺動可能に搭載されてもよい。
【００１６】
　テープドライブ１０は、巻戻し位置と動作位置との間でスタビライザマウント３６の動
きを案内するために、スタビライザマウント３６またはスタビライザ配列２６ａおよび２
６ｂの他の部分と協動可能な１つ以上のガイドの特徴を備えてもよい。図３および図４に
示す実施形態では、たとえば、テープドライブ１０のドライブ本体１８は、スタビライザ
マウント３６の第１の端部またはその近傍で形成されたガイド部材５５（たとえば、ガイ
ドピンおよびブッシュ）と係合可能な第１のガイドスロット５４ａおよび第２のガイドス
ロット５４ｂと、スタビライザマウント３６の第２の端部またはその近傍で形成されたガ
イド部材５７（たとえば、ガイドピン）と係合可能な第３のガイドスロット５６ａおよび
第４のガイドスロット５６ｂとを備える。ガイドスロットは任意の好適な構成を有してよ
いが、図３および図４に示す実施形態では、第１のガイドスロット５４ａおよび第２のガ
イドスロット５４ｂの各々は、軸Ａに対して２５～８０度の範囲の角度で延在する細長い
スロットとして形成され、第３のガイドスロット５６ａおよび第４のガイドスロット５６
ｂの各々は、軸Ａに対して１５～５０度の範囲の角度で延在する細長いスロットとして形
成される。さらに、第３のガイドスロット５６ａおよび第４のガイドスロット５６ｂは、
それぞれ第１のガイドスロット５４ａおよび第２のガイドスロット５４ｂから間隔をおい
て並べられ、第３のガイドスロット５６ａおよび第４のガイドスロット５６ｂの各々は、
第１のガイドスロット５４ａおよび第２のガイドスロット５４ｂの各々よりも短い。たと
えば、第３のガイドスロット５６ａおよび第４のガイドスロット５６ｂの各々は４～６ミ
リメートル（ｍｍ）の範囲の長さを有してもよく、第１のガイドスロット５４ａおよび第
２のガイドスロット５４ｂの各々は１１～１３ｍｍの範囲の長さを有してもよい。
【００１７】
　巻戻し機構２８は、第１の係合部材５８ａおよび第２の係合部材５８ｂをさらに備えて
もよい。これらの部材は、第１のスタビライザ配列２６ａおよび第２のスタビライザ配列
２６ｂがそれぞれ第１のヘッドアセンブリ２０ａおよび第２のヘッドアセンブリ２０ｂか
ら遠ざけれらてドライブリーダ２４の少なくとも一部（たとえば、接続場所３８）をヘッ
ド３０に接触させることなくヘッド３０のそばを通過させる時に、テープ１２、ドライブ
リーダ２４、および/またはカートリッジリーダ２５をヘッド３０から遠ざけるために、
テープ１２、ドライブリーダ２４、および/または カートリッジリーダ２５とそれぞれ係
合可能である。図４および図５を参照すると、第１の係合部材５８ａおよび第２の係合部
材５８ｂは、それぞれスタビライザマウント３６の１つに支持されてこのスタビライザマ
ウントと共に移動可能なピンとして形成してもよく、各ピンは、特定のヘッド３０に近接
した第１の位置から第１の位置よりもヘッド３０から離れて配置された第２の位置へと移
動可能になっている。したがって、スタビライザマウント３６またはスタビライザ配列２
６ａおよび２６ｂの全体は、巻戻し機構２８の一部とみなすことができる。
【００１８】
　次に、図１～図５を参照して、テープドライブ１０の動作例をさらに詳細に説明する。
まず、テープカートリッジ１６をテープドライブ１０に差し込み、ドライブリーダ２４を
任意の好適な態様で（たとえば、リーダ２４、２５のうち一方にある接続ボタンを、リー
ダ２４、２５のうち他方のスロットまたは別の開口に差し込めばよい）、接続場所３８に
おいてカートリッジリーダ２５に接続してもよい。次に、ドライブリーダ２４を使用して
カートリッジリーダ２５およびテープ１２をテープドライブ１０のテープパス６０に沿っ
て引っ張ってもよい。たとえば、巻取リール２２の回転によってドライブリーダ２４がロ
ーラーなどのさまざまなガイド部材に沿って巻取リール２２に向けてカートリッジリーダ
２５およびテープ１２を引っ張るように、または、他の態様でそれらを移動するように、
ドライブリーダ２４を巻取リール２２に接続してもよい。
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【００１９】
　しかし、ドライブリーダ２４とカートリッジリーダ２５との間の接続場所３８がヘッド
アセンブリ２０ａおよび２０ｂによって移動される前は、巻戻し機構２８を、図４に示す
巻戻し位置にスタビライザ配列２６ａおよび２６ｂを移動するように動作させればよい。
たとえば、モーター４４を使用して主ねじ４６を第１の方向に回転させて、ドライブ部材
４８およびリンク４０を平行移動、または他の態様でモーター４２に向かって移動すれば
よい。その結果、リンク４０は、テープスタビライザ３４がテープパス６０から遠ざかる
ように、スタビライザ配列２６ａおよび２６ｂを旋回、または、他の態様でドライブ本体
１８に対して図１および図３に示す動作位置から図４に示す巻戻し位置に移動する。さら
に、スタビライザ配列２６ａおよび２６ｂとガイドスロット５４ａ、５４ｂ、５６ａ、５
６ｂとの間の相互作用によって、スタビライザ配列２６ａ、２６ｂの移動が容易になる。
【００２０】
　以上の構成では、ドライブリーダ２４の接続場所３８がヘッド３０に接触することなく
ヘッド３０を通り越して移動することができるように、モーター４４を使用してスタビラ
イザ配列２６ａおよび２６ｂの両方を異なる方向にそれぞれ第１ヘッドアセンブリ２０ａ
および第２ヘッドアッセンブリ２０ｂから遠ざけて、スタビライザ３４とヘッド３０との
間に十分な間隔を空けるとよい。ただ１つのモーターおよび対応付けられたドライブ機構
を使用することによって、テープドライブ１０のサイズおよびコストを最小限に抑えるこ
とができる。加えて、スロットを設けられ、旋回可能に搭載されたリンク４０をガイドス
ロット５４ａ、５４ｂ、５６ａ、５６ｂと連動して使用することによって、ドライブ１０
は、対応付けられた部品の公差のばらつきを勘案するために十分な自由度を持たせる。
【００２１】
　スタビライザ配列２６ａおよび２６ｂを巻戻し位置に向けて移動すると、第１の係合部
材５８ａおよび第２の係合部材５８ｂは、第１のスタビライザ配列２６ａおよび第２のス
タビライザ配列２６ｂがそれぞれ第１のヘッドアセンブリ２０ａおよび第２のヘッドアセ
ンブリ２０ｂから遠ざかる際に、ドライブリーダ２４、カートリッジリーダ２５、および
/またはテープ１２が特定のヘッドアセンブリ２０ａ、２０ｂのヘッド３０から遠ざかる
ように、ドライブリーダ２４、カートリッジリーダ２５、および/またはテープ１２と係
合してもよい。リーダ２４および２５ならびに対応する接続場所３８をヘッド３０から遠
ざけることにより、摩耗および破片を最小限にすることができ、ヘッド３０を損傷する可
能性を大幅に削減することができる。
【００２２】
　例示された実施形態では、第１の係合部材５８ａおよび第２の係合部材５８ｂはそれぞ
れ第１のＬ字型支持体６２ａおよび第２のＬ字型支持体６２ｂに取り付けられ、各支持体
は特定のスタビライザマウント３６に搭載される。このような構成では、ヘッド３０およ
びスタビライザ３４に対する接続場所３８の所望の位置は、スタビライザ配列２６ａおよ
び２６ｂが巻戻し位置にある時に維持され得る。さらに、ドライブリーダ２４が対応する
ヘッドアセンブリ２０ａまたは２０ｂとテープスタビライザ３４との間に配設されている
場合に、特定のスタビライザ配列２６ａまたは２６ｂに対して、対応する係合部材５８ａ
または５８ｂおよびテープスタビライザ３４はドライブリーダ２４の両側に位置決めされ
る。
【００２３】
　ドライブリーダ２４および/またはカートリッジリーダ２５（たとえば、接続場所３８
）の所望の部分がヘッドアセンブリ２０ａおよび２０ｂを通り越して移動した後は、ヘッ
ドアセンブリ２０ａおよび２０ｂを使用してテープ１２に対する読出しおよび/または書
込み動作が行えるように、巻戻し機構２８は、スタビライザ配列２６ａおよび２６ｂを図
１および図３に示す動作位置に戻すように移動するように動作されてもよい。たとえば、
ドライブ部材４８およびリンク４０が平行移動するようにまたは他の態様でモーター４４
から遠ざかるように、モーター４４は、主ねじ４６を第１の方向の反対の第２の方向に回
転するように動作されてもよく、これによって、リンク４０がスタビライザ配列２６ａお
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よび２６ｂを旋回、または他の態様でドライブ本体１８に対して動作位置まで移動する。
【００２４】
　本明細書ではデータ記憶および検索システムならびにテープ媒体および回転ヘッドを利
用した方法の特定の実施形態について説明したが、これらは例示に過ぎず、これらの実施
形態は、可能なすべての実施形態について述べているわけではない。そうではなく、本明
細書で使用される用語は、限定ではなく説明を行なうための用語であって、本発明の精神
および範囲内で、さまざまな変更が可能であると理解される。

【図１】 【図２】
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